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「北海道型ツーバイフォー建築の
新たな展開」

NPO法人 北海道住宅の会
一社 北海道建築技術協会

道産家ツーバイフォー・シンポジウム2018

本日の流れ
2

趣旨説明（道総研・林産試験場 大橋）

話題提供：13:30-15:10

1. 「ツーバイフォー建築の構造仕様－設計自由度の広がりを目指して－」

平井卓郎先生（北海道大学名誉教授）

2. 「中大規模ツーバイフォー建築物を可能とする耐火設計」

菊地伸一様（道総研・森林研究本部長）

3. 「ツーバイフォーは生まれ変われるか？環境性能のトップランナーとして」

福島明先生（北海道科学大学教授）

総合討論：15:25-16:35

主催者挨拶：16:35-16:40
※本日の講演資料は後日
HPで公開予定
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趣旨説明
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道内人工林資源が成熟、本格的な利用期

道産製材の主力製品は産業資材、羽柄材

住宅分野の地域材利用は約2割

北海道では木造住宅の3割が2×4工法

「北海道住宅の会」は2×4住宅での地域材利用
を推進

住宅のみならず、中大規模も含めた2×4建築、
地域材利用の可能性について考えたい

NPO北海道住宅の会（2005～）
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国産2×4材のさきがけ
5

 関木材工業(新得)が

H7年に国産2×4製材
を全国で初めて製品化、

最盛期は約1万m3

 よねくらホームではトドマツ
スタッドを全棟採用、5年
で約200棟の施工実績

H21林野補助「道産2×4部材供給システム」
6

2×4製材 構造用合板 道産Ⅰ形梁構造用集成材

確かな加工技術で製造された道産構造材

先進的で高度な2×4建築技術

地域工務店 プレフレーミング工場

北海道の豊富
な人工林資源

道産構造材100%
の2×4住宅
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H25林野補助「道産2×4市場構築事業」
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【協力企業】
関木材工業、オムニス林産、
ヨシダ、丸十木材、イワクラ、
ノムラ、西條産業
【協力機関】
十勝2×4協会，日本2×4協
北大、林産試

道産トドマツ・カラマツ2×4製材の製造試験

道産2×4製材・合板を用いたパネル製造試験

道産製材を用いたトラスの接合部試験

施工試験と総合評価

施工マニュアルの作成・普及活動
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H25林野補助「道産2×4市場構築事業」
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道産2×4材の復活の兆し
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2×4工法での国産材利用
12

スギスタッドを中心とした国産2×4材の利用機運
が高まり、産地価格の高騰で競争力が向上

2015JAS改正（年輪幅撤廃）も追い風

国産2×4材の大規模工場が整備され、低コストと
安定供給が可能に

スギスタッドの評価も良好、ハネ・ロスが少ない、寸
法精度や加工精度が良い、価格変動が少ない

木材建材ウィークリー2017年9月号
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国産2×4製材工場＝道内6/全国21
13

協和木材
（福島・スギ）

けせんプレカット
（岩手・スギ）

日本ツーバイフォー建築協会HP

さつまファインウッド
（鹿児島・スギ・FJ）

材惣木材
（愛知・スギ・ヒノキ）

国産2×4製材の供給体制
14

さつまファインウッド（鹿児島）
3・4mのスギ材を
2.4mにカット、残りをた
て継ぎ、16-18cm丸
太(B材)を活用

月産2000m3、賃貸
住宅大手に供給

協和木材（福島）

 スギ製材大手、月産1000m3、自社造材で2.4m丸太確保

けせんプレカット（岩手）

 スギ製材＋たて継ぎ材、月産200m3、4m丸太から2.4m採材

材惣木材（愛知）

 スギ・ヒノキのたて継ぎ材、月産100m3
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2×4工法での国産材利用【住宅分野】
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三菱地所ホーム 2008年から採用開始
国産LVL梁・国産I形梁・
道産カラマツ合板・桧土台
＝全棟で国産材5割を達成
→国産スタッド採用で7割へ

大東建託

ウィング×協和木材：「国産スタイル2×4の家を創る会」

三井ホーム
 熊本営業所の8割でスギスタッドを採用
東京組
 スギスタッドを全棟で採用、年間300棟
ウィング
 2×4コンポーネント、スギスタッドを利用、月間350m3

津田産業
 2×4コンポーネント、スギスタッドを利用、月間100m3

九州では148棟で4136m3、東北では67棟で
579m3のスギスタッド利用、上下枠も検討中

2×4工法での国産材利用【非住宅分野】
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福祉施設（茨城、2F、4045㎡、構造材は全てスギ材）

幼稚園（千葉、平屋、1332㎡、トラス・スタッドはスギ）

工場施設（栃木、914㎡、21mスパン、構造材はスギ材・
カラマツ合板で国産100%、4mスタッド+基礎高2m）

http://www.mhc.co.jp/
http://www.mhc.co.jp/


2018/2/6

9

2×4工法の中層化
17

6階建て実験棟
（建研）

国内最大2×4建築
（1FはRC、延床9771㎡）

5階建て老健施設
（足立区）

高強度耐力壁・接合金物耐火構造

中大規模建築と2×4工法
18

耐火技術（1h耐火、福祉・教育施設等）

コスト的に有利（大スパンのトラス）

工期が短い（パネル化・ユニット化）

国産材利用の課題（断面サイズ、長さ、供給量、

樹種強度・・・）


